
森林研究・整備機構 森林総合研究所では、男女共
同参画週間の取組としてポスター展示と保育室の見
学会を行いました。ポスター展示では、今年の
キャッチフレーズ 「無くそう 思い込み 守ろう 個
性 みんなでつくる、みんなの未来。」に合わせ、
アンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）につ
いて啓発するポスターを作成しました。特にポス
ター【外科医と少年との関係】は、参加者の足をと
めアンコンシャスバイアスについて考えるきっかけ
になったと好評でした。会場に設置した七夕の笹飾
りには、たくさんの方が短冊にそれぞれの願いを書
いて飾ったのも、男女共同参画を身近なこととして
考える良い機会となったと感じています。
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DSO参加機関からの開催報告
■森林研究・整備機構 森林総合研究所

【日 程】2023年6月23日(金) ~ 30日(水)
【行事名】男女共同参画週間
【主 催】森林研究・整備機構 森林総合研究所
【場 所】森林総合研究所(つくば)正面玄関ならびに一時預り保育室

男女共同参画週間

また、26日(火)の昼休みには恒例の一時預り保育室 「どんぐりるーむ」の見学会を実施し、利用
を検討している子育て中の職員から、期待と希望を含めた質問を受ける機会となりました。詳細は、
森林総合研究所ダイバーシティ推進室のページをご覧ください。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/index.html

男女共同参画意識調査2021報告書 公開
2021年に森林研究・整備機構の全役職員を対象として実施した、

男女共同参画意識調査の報告書を公開しました。この調査は、2007
年から2021年までの森林研究・整備機構における男女共同参画推進
の取組の効果を検証すること、また男女共同参画に関する要望を把握
することを目的に実施したものです。2019年の調査では、コロナ禍
に対応した在宅勤務 やオンライン会議について、またダイバーシ
ティや働き方に関する用語についての知識について設問を追加してい
ます。
報告書には、森林研究・整備機構のダイバーシティ推進アドバイ

ザーである菅野摂子先生（立教大学社会福祉研究所/埼玉大学ダイ
バーシティ推進センター）から､メッセージを頂いております。ご一
読頂けたら幸いです。同調査報告のダイジェスト版は、以下からダウ
ンロード可能できます。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/chishiki/guidebook/documents/230215ishikic
housa_pamphlet.pdf

https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/index.html
https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/chishiki/guidebook/documents/230215ishikichousa_pamphlet.pdf
https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/chishiki/guidebook/documents/230215ishikichousa_pamphlet.pdf


つながりプロジェクトは、職場のコミュニケー
ション不足を解消し、一般職、研究職、役員、常
勤・非常勤職員など、さまざまな人が集まり、共
通のテーマで楽しいひと時を共有するための取り
組みです。
第4回目となる今回は、森のリーフアーティスト

『うけさん』こと、佐野由輝さん（森林研究・整
備機構 森林整備センター）を講師にお迎えし、
リーフアート教室を開催しました。
『うけさん』からのリーフアートの魅力や作品

紹介につづき、参加者がデザインカッターでエゾ
ユズリハの葉を星形にくり抜く練習をし、キツネ
やクマのリーフアートに挑戦しました。事前に用
意されたリーフアート向けの葉っぱに、カットす
るラインが引かれていたことから、初めての参加
者も上手にくり抜くことができました。『うけさ
ん』からは、リーフアートの材料の葉っぱについ
て、同じ樹種であっても地域によって葉っぱの大
きさが異なる理由など、森林機構ならではの科学
的な話を交えた軽妙洒脱なお話も聞くことができ
ました。会場いっぱいの参加者の笑いが絶えない
楽しい交流のひと時となりました。
もう少し詳しく知りたい方は、森林総合研究所

ダイバーシティ推進室のページをご覧ください。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/index.html

『うけさん』のリーフアート教室を開催したい方
は、森林総合研究所ダイバーシティ推進室
<geneq@ffpri.affrc.go.jp>にご相談ください。
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DSO参加機関からの開催報告
■森林研究・整備機構 森林総合研究所

【日 時】2023年7月12日(水) 12:10 – 13:00
【行事名】第４回つながりプロジェクト「リーフアート教室」開催報告
【主 催】森林研究・整備機構 森林総合研究所
【場 所】森林総合研究所(つくば) 第1会議室

第４回つながりプロジェクト
「リーフアート教室」開催報告

https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/index.html
mailto:mailgeneq@ffpri.affrc.go.jp


「DSO News Letter」は各DSO参加機関へ、そこで働く方へ、また広く外部に向けて情報発信する
ツールとして発行しております。掲載を希望する記事がありましたら、数行の記事でも結構ですので、
ぜひお寄せください。
～ニュースレターにはこのような記事を掲載しています!～
•今後開催されるシンポジウムやセミナー、講演会などのお知らせ
•最近行われたイベントの報告、参加報告
•最近取組中のこと、その他関連情報
また、ご連絡先の変更がありましたら、事務局へお知らせください。
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DSO参加機関からの開催報告
■産業技術総合研究所

事務局からのお知らせ

産業技術総合研究所ではワーク・ライフ・バラン
スの一助となるような情報提供や交流の場としてラ
ンチ会を定期開催しています。今回は、産総研の介
護支援制度について情報をまとめているイントラ上
の「介護広場」を眺めながら、職場の介護支援制度
について参加者と一緒に勉強しました。ダイバーシ
ティ推進室の2名による気軽な会話形式にて、まず、
「介護広場」がイントラ上のどこにあるのかから始
まり、介護休暇や休業制度でよくある疑問点などに
ついて説明を行いました。その他、勤務形態の見直
し例や、介護でも使える支援制度としてテレワーク
制度や研究職員への補助員雇用支援制度などについ
ても触れました。

【日 時】2023年7月4日（火） 12：10 - 12：50
【行事名】第39回 ワーク・ライフ・バランス（WLB）ランチ会
【題 名】介護広場をのぞいてみよう ～産総研の介護休暇制度のお気軽勉強会～
【場 所】オンライン
【主 催】産業技術総合研究所 ダイバーシティ推進室

第39回 ワーク・ライフ・バランス（WLB）ランチ会
介護広場をのぞいてみよう

～産総研の介護休暇制度のお気軽勉強会～

また、「介護広場」の介護関連リンク集にて外部情報も紹介しました。例えば、厚生労働省が
提供している介護サービス情報公表システムを利用して、実際に地域包括支援センターを検索し
てみたり、つくば市内の有料老人ホームを検索し、サービス内容や利用料金、入居状況などをど
のように確認できるかをデモンストレーションしました。参加者からは、「わかりやすい説明で
した」など好評でした。
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